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人権啓発シリーズ

犯罪被害者等の人権
～励ますよりも寄り添ってあげようよ～

被害者に寄り添って
　被害にあった後は、人目が怖
くて外出できなくなったり、無
責任なうわさで傷つけられたり
するなど、多くの問題が生じま
す。「もしも自分が被害者だっ
たら」と相手の立場で、今はど
のようにしてほしいかを考え、
傷ついた心にそっと寄り添う思
いやりが大切です。

回復するまで配慮を
　平穏な生活を取り戻すために
は、安心して働き続けられる職
場の環境づくりが不可欠です。
回復するまで仕事の負担を軽減
したり、通院や裁判への出廷な
どのために休暇をとることがで
きるように、できる限り配慮し
ましょう。
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　大崎七夕さぁで打ち上げられた花火は
1200発。大きく、美しい花火はきっと皆さ
んの心を奪ったことでしょう。
　会場では、打ち上げられるたびに「きれい」
とたくさんの声が聞こえました。
　来年もご家族・ご友人をお誘いの上、大
崎七夕さぁへご来場ください。感動しますよ！

『未来へ向かって、飛んで行け。』
　11月23日に開催された『ふれあいフェ
スタ』のラストシーン。来場者へのサプラ
イズエンディングとして、子どもたちが一
斉にバルーンリリースを行いました。未来
をつくる子どもたちの夢と希望をのせ、大
崎町のさらなる発展を願いながら、80個
のバルーンが大空へ放たれました。
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